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別紙様式１

教科等研究会（中学校国語部会）
平成２８年度 研究活動のまとめ

１ 研究テーマ

生徒一人ひとりが輝く「わかる・できる」「楽しい」国語科授業づくり

２ 研究経過

第１回（年間計画等作成） 第２回（夏期研修会） 第３回（研究授業）

期 日 ５月２６日(木)半日 ８月１８日(木)１日 １月２７日(金)半日

人 数 ２０人 ２０人 １９人

場 所 甲佐町立甲佐中学校 甲佐町立甲佐中学校 山都町立矢部中学校

・研究テーマ・組織等決定 講師：三省堂国語教科書第一 授業者：

授業者 ・２部会に分かれ授業研究 編集室 石戸谷直紀編集長、 Ａ 坂田友紀教諭

・講師 Ａ 説明的文章部会 「現代の国語」編集部 佐野 Ｂ 寺田亜紀教諭

Ｂ 伝統的な言語部会 郁世氏、九州支社 福留 勉氏

３ 研究の概要
（１）研究の内容

平成２８年度の研究テーマを「生徒一人ひとりが輝く『わ

かる・できる』『楽しい』国語科授業づくり」と設定し全員で研

究を進めた。

ア 郡内は熊本地震で被災した町・学校が多い中、５月・８月

に何とか無事だった甲佐中学校を会場として使わせていただ

き研究会を実施することができた。各学校施設が完全に復旧

していない中に、どのような１年間・そして研究会にしてい

くことができるか真剣に話し合うことができた。

イ 夏期研修会に向けて東京の教科書会社と連絡・調整を行っ

た。当日は、三省堂国語教科書第一編集室から石戸谷編集長

はじめ３人を招聘し講話をしていただいた。上益城郡採用の

教科書「現代の国語」について、内容・指導書・ワークシー

ト等の研修を深めた。教科書を作る側と実際使って生徒に指

導する側からの直接の意見交流ができたことは意義深いこと

であった。特に教科書の内容やワークシートに関する質疑応

答や今後に向けて工夫改善の相談ができたことは大きな成果

であった。また、１月の研究授業の事前研修もスタートした。

ウ 放課後の時間を使い部会ごとに集まり、事前研究会を何度

も開き研究を進めることができた。部会は経験年数や学校を

考慮して分けたのでみんなで一緒に研究をすることで国語部

会の結束も強くなり、またいろいろ相談をし合うことで大変

勉強になった。

エ １月２７日には矢部中学校で、Ａ説明的文章部会とＢ伝統

的な言語部会の２つの研究授業を実施できた。

（２）成果と課題
ア 成果

① 各研究会では、年度当初からワールドカフェの手法を用いて会議を進めていったので、先

生方の意見も出しやすくなったようだ。何度も同じ手法を使い研究会を進めてきたことで、

研究会の進め方に対する経験と理解が深まったことが功を奏したといえる。

② Ａ・Ｂの分科会とも生徒の顔が上がり、笑顔の見られる授業であった。授業者はもちろん、
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全員の部会員で作ってきた研究授業であったからこその成果だと思われる。Ａ部会授業では、

ゆうチャレンジの三角ロジックの過去問題も取り上げたことで大変勉強になる授業となった。

また、Ｂ部会授業では、日頃お世話になっている先生方の顔写真も登場させることで、生徒た

ちの興味・関心を高める授業となり工夫が感じられた。

イ 課題

① １月の研究授業では、Ａ部会のワークシートで、文章を書くべきところに単語は入れられ

るが、なかなか文章化できない生徒がいた。また「主張」と「事実」をどう書くべきか悩ん

でいる生徒も見られた。このようなときにどんな助言をしたらいいか考えていかねばならな

い。

② Ａ部会の研究授業では、電子黒板を復習

に使い、Ｂ部会ではホワイトボードを復習

に使ったが、国語従業でＩＣＴをどんな場

面で、どう取り入れ、どう活用するかが難

しいということが挙げられた。今後さらに

工夫して取り組んでいきたい。

４ 実践事例
（１）授業の概要

○説明的文章部会（三省堂１年「玄関扉」）
ア 授業者自評から

電子黒板を用いて前時の振り返りができ

たので生徒が理解しやすかった。話し合

いにはスモールステップを３段階設定し

ていたので取り組みやすかった。しかし、

時間が不足したことと、スモールステッ

プ２から３へ移るところがやや難しく、

もう少し工夫が必要だった。

イ 研究協議から

ＩＣＴを活用し前時の学習内容を振り返

れたのがよかった。学習方法や例文を工夫

することで、三角ロジックを楽しく学ばせ

ることができた。生徒にとっては初めての

学習であったので、最初とまどっている生

徒もいたが、今回の授業を通して三角ロジ

ックの手法の基礎・基本を学ばせることが

できた。

○伝統的な言語部会（三省堂２年「徒然草」）
ア 授業者自評から

視覚化と例示が有効的だった。分類のワ

ークシートのたて軸が生徒たちにはややと

らえにくかったようだ。工夫改善の必要性

を感じた。

イ 黒板とホワイトボードを利用し、前時ま

での学習を復習することができた。先生方

の顔写真やカード、工夫されたワークシー

トを用いることで、楽しく古典を学ばせる

ことができた。

○まとめ
今村校長先生から「研究授業の進め方・見

方」に関する話があり研究を深めることがで

きた。また、その後は本年度ご退職というこ

とで、これまでのご経験をもとに講話をして

いただき、部会員全員で聞かせていただくこ

とができ大変勉強になった。

（２）学習指導案
Ａ部会の指導案 →
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Ａ部会の指導案

Ａ部会指導案↑→
Ｂ部会指導案 ↓
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Ｂ部会指導案 ↓


